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A letter from our Chairman and CEO
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In the inaugural Kyndryl Readiness Report, we combined some of the 
exclusive insights we have from Kyndryl Bridge, our AI-powered digital 
business platform, with survey data from 3,200 business executives. We 
embarked on this new report because we wanted to learn how ready 
executives believe their IT infrastructure is to address their biggest 
challenges and opportunities—today and in the future—and how they see 
technology helping or hindering their progress. 

As the findings illustrate, there’s an emerging paradox among business 
leaders on their technology readiness. We found that 90 percent of leaders 
reported having confidence in their IT infrastructure and believe that it is 
best-in-class, and yet only 39 percent said that their IT infrastructure is 
ready to manage risks. Another finding showed that 94 percent of leaders 
listed technology modernization as a high priority for their companies, yet 
data from Kyndryl Bridge indicates that 44 percent of critical IT 
infrastructure is approaching end-of-life. And that’s only a sample.

We also concluded that most companies need to focus just as much on 
being ‘people-ready’ as being ‘technology-ready’—bringing their employees 
along with skills-based training and making sure that new tools and systems 
are compatible with their company’s culture and business goals.

A complicated web of technical systems powers our global economy, 
enabling the transfer of trillions of dollars in financial transactions, the 
processing of online retail orders and insurance claims, and the 
distribution of social benefits to their recipients. Businesses and 
governments need trusted experts who know how to design, 
implement and run these technologies, and allow data to move freely 
and securely. As the world's largest IT managed services provider, 
Kyndryl does this every day. And based on the operational data we 
amass from running these IT estates for our customers, we have 
unique insights on the fitness of the systems that billions of people 
rely on. 

I’m proud to share the thought-provoking insights in this Kyndryl 
Readiness Report and look forward to collaborating with our 
customers, industry leaders and policy makers on creative solutions 
to meet today’s needs while preparing for future possibilities.

Sincerely, 

Martin Schroeter
Chairman and Chief Executive Officer

キンドリル会⻑兼最⾼経営責任者（CEO）からのご挨拶

今回初となるKyndryl Readiness Report「明⽇への備えのパラドックス」におい
て、私たちは、AIを活⽤したデジタルビジネスプラットフォームである「Kyndryl 
Bridge」から得られた独⾃のインサイトと、3,200名の企業経営幹部層に対する
調査データを組み合わせました。この新たなレポートを作成した⽬的は、「現在お
よび将来の⾮常に⼤きな課題と機会に対処するにあたって⾃社のITインフラはどの
程度準備が整っているか」、および「テクノロジーが⾃社の成⻑にどのように役
⽴っているのか、あるいは妨げになっているのか」について経営幹部層の⾒解を聞
くためでした。

調査結果は、技術的な準備について、ビジネスリーダーの間で認識のパラドックス
（⽭盾）があることを⽰唆しています。リーダーの90%が「⾃社のITインフラを
信頼しており、最⾼⽔準にあると考える」としながら、「ITインフラが将来のリス
クに備えているものだと考える」と回答したのは39%に過ぎないことが明らかに
なったのです。調査ではまた、94%のリーダーがテクノロジーのモダナイゼー
ションを企業の優先事項の上位に挙げていますが、Kyndryl Bridgeのデータによ
れば、ミッションクリティカルなITインフラの44%がサポートの終了（EOL）に
近づいています。しかも、これはほんの⼀例に過ぎません。

私たちはまた、⼤半の企業が「テクノロジーへの備え」と同様に「⼈材への備え」
を重視する必要があると結論付けました。すなわち、従業員にスキル習得のための
トレーニングを受けてもらい、新しいツールやシステムを⾃社のカルチャーやビジ
ネス⽬標と調和させなければならないのです。

複雑に絡み合ったシステムが、グローバル経済の原動⼒となり、⾦融取引における
何⼗、何百兆ドルもの送⾦や、オンライン販売の注⽂、保険請求の処理、受取⼈へ
の社会保険の給付などを実現しています。企業や政府は、このようなテクノロジー
の設計‧導⼊‧運⽤⽅法を熟知し、データを⾃由かつ安全に移動させることができ
る、信頼性の⾼い専⾨家を必要としています。世界屈指のITインフラストラク
チャーサービスプロバイダーであるキンドリルにとっては、これが⽇常業務です。
私たちはまた、お客様のためにIT資産を運⽤する中で蓄積している業務データを
ベースに、膨⼤な数の⼈々が活⽤する各種システムの適合性について独⾃のインサ
イトを持ち合わせています。

このKyndryl Readiness Reportの中で、⽰唆に富むインサイトを共有できること
をうれしく思います。今後も、キンドリルのお客様、各業界のリーダーや政策⽴案
者の皆様と協⼒して、創造的なソリューションの構築に取り組み、今⽇のニーズに
対応しながら将来の可能性に備えていく所存です。

マーティン‧シュローター
会⻑兼最⾼経営責任者



はじめに

不安定なマクロ経済学的‧地政学的状況によって不確実性が増⼤
する中、新たなテクノロジーが加速度的に進化しており、世界各
国のリーダーにとって厳しい状況が⽣まれています。リーダーの
⼤半は、イノベーションを実現して⾃社の将来性を確保すること
と、効率化を推進し企業としての基本的な約束を実現することの
バランスをとりながら、⼿探りで変⾰を進めています。

ビジネスリーダーとITリーダーがともに認識しているのは、この
ような⼿探りの変⾰を最適化する上で、IT資産が重要な役割を果
たすということです。この状況を背景に、キンドリルは17の市場
で経営層に対する調査を実施し、何が進歩を促進し、あるいは妨
げているかについて、彼らの⾒解を探りました。これらの調査結
果とキンドリルの専⾨家が提供したデータとインサイトにより、
組織の「レディネス（準備、備え）」の整備に付随する複雑さ
や、複数の課題や妥協をダイナミックに対処することへのリー
ダーに対する要求が、調査結果とインサイトから浮き彫りになり
ました。

調査結果は、リーダーたちが課題への対処能⼒にある程度の⾃信
を持っている⼀⽅、盲点があることや看過できない弱点があるこ
とを明らかにしています。この⽭盾を認識し、その解決策を意思
決定の中に組み込むビジネスリーダーやITリーダーこそが、短期
的⻑期的双⽅の成功にも優位な⽴ち位置を築くでしょう。
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のリーダーのみ、⾃社のITインフラ
は将来のリスク管理に対して準備が
できていると回答しています

のリーダーは、⾃社のITインフラが
最⾼⽔準だと⾃信を持っていますが

浮き彫りになったパラドックス（⽭盾）
Kyndryl Readiness Reportでは、ビジネスリーダーおよびITリーダーにお
けるテクノロジーへの備えに対する⽭盾に焦点を当てています。リーダー
たちはテクノロジーに対する現在の状況に⾃信を⽰す⼀⽅、将来の課題に
取り組むための準備に懸念を表明しています。

実に

わずか
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Kyndryl Readiness Reportは、3,200名の経営幹部
および上級意思決定者に対する調査データと、
Kyndryl Bridgeのインサイトを組み合わせたもので
す。Kyndryl Bridgeは、AIを活⽤したキンドリルの
オープン統合デジタルビジネスプラットフォームで
す。

Kyndryl Bridgeについて
Kyndryl Bridgeは、業務データ、IP、組み込み型AIを
使⽤して、企業のIT資産全体に対する可観測性を提供
します。このプラットフォームは、現在までに1,200
社以上の企業にご利⽤いただき、1カ⽉あたり560万
件におよぶAIを活⽤したインサイトを提供していま
す。本レポート内のKyndryl Bridgeデータは、2024
年7⽉〜9⽉の3カ⽉間のローリング平均です。

Kyndryl Bridgeでは、以下の3つの側⾯からIT資産の
状態を確認できます。

• ベストプラクティス：セキュリティおよびコンプラ
イアンス双⽅の要件と、業界のベストプラクティス
に沿っているかどうかを⽰すスコア

• 即応性：⾃動的に解決したインシデント数（⼈の介
⼊を必要とする事例との⽐較）

• 競争⼒：耐⽤年数を過ぎたIT資産の総数

17
の市場

⽶国 ブラジル スペイン ドイツ オランダ オーストラリア

⽇本 メキシコ フランス イタリア ルクセンブルク 中国

カナダ 英国 ベルギー 中東 インド

25
の業界（主要
6業界を中⼼に）

銀⾏および⾦融 保険
その他（テクノロジー、
⼩売、
サービス業、⾃動⾞、
⾏政など）

製造 医療

通信 エネルギーおよび
公益事業

3,200⼈
リーダーおよび上級意思決定者
Cレベルのビジネスリーダー（CEO、CFO）、Cレベルのテクノロジーリーダー
（CIO、CTO）、シニアディレクターおよびビジネス‧ユニット‧リーダー。
本サンプル中、回答者の50%はCレベルのエグゼクティブであり、50%は収益10
億ドル規模の企業の代表者です。

Edelman DXIが調査を実施しました。調査は、2024年7⽉1⽇〜8⽉12⽇にわたり、インターネットと電話
を通じて⾏われています。

調査⽅法
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01 リーダーたちはリスクに対する備えが整っている
と感じておらず、さまざまな破壊や変化のスピー
ドへの対応に苦慮しています

テクノロジーへの備えの⽭盾：リーダーたちは⾃
社のテクノロジーに⾃信を持っていますが、その
準備には懸念を感じています。さらには、テクノ
ロジーのサポート終了（EOL）という課題が差
し迫っています

最新化されたITは、リスクを軽減する最良の⼿
段ですが、ほとんどの企業でテクノロジーの
モダナイゼーションはまだ初期段階にあります

6つの学び

複雑さや優先順位付けの思考停⽌によって、
テクノロジーのモダナイゼーションが妨げら
れています

モダナイゼーションを加速するために少なか
らぬAI投資を⾏っているにもかかわらず、
ROIはなかなか向上していません

テクノロジーのモダナイゼーションに取り組
む先駆者は、ビジネスとテクノロジーをうま
く連携させることで投資利益率（ROI）を向
上させ、将来に向けてより優れた準備を整え
ています

02 05

06

04

03

テクノロジーに備えるということは、⼈材に備えるということ：準備とは、企業のすべてを巻き込む継続的
なプロセスであり、技術と同様に「⼈」も重要です。
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調査結果の
詳細



リスクに対する
備え



5⼈に3⼈ 2⼈に1⼈

29%

のビジネスリーダーは
技術的進歩のスピードに
遅れまいと苦慮しています

は、⾃国の政策や規制の
変更スピードが速すぎると
回答しました

01.  
リーダーたちはリスクに対する
備えができていると感じておらず、
さまざまな破壊や変化のスピード
への対応に苦慮しています

サイバー攻撃、規制の変化、気候変動、経済の不確実性、技術的進歩に乗り遅
れないことなど、さまざまなリスクへ対応するためにCEOやCIO、CTOは夜も
眠れないほどです。

CEOと、CIO/CTOの双⽅にとって、サイバー攻撃が最⼤の懸念事項ですが、
CIOやCTOに⽐べて、CEOは外部からの逆⾵（経済、気候、地政学など）に強
い懸念を抱いています。

リーダーが技術⾰新のスピードに遅れまいと苦慮する⼀⽅で、「準備」そのも
のの内容が刻々と変化しています。規制変更のスピードも⼤半の回答者にとっ
ては課題であり、この傾向は特にルクセンブルク、フランス、オランダ、イン
ド、オーストラリアで顕著です。

将来のリスクに対する懸念 vs. 準備

リスクに対する備えわずか

のビジネスリーダーが
外部リスク全体に対し
て準備ができていると
感じています
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65%

61%

59%

58%

55%

54%

52%

48%

30%

27%

25%

24%

38%

36%

24%

26%

サイバー攻撃

政策や規制の変化

環境破壊や気候変動

マクロ経済の不確実性

テクノロジーとイノベーション

スキルギャップや人材不足

地政学的な変容

公衆衛生上の変容

懸念している 準備ができている



⽇本とイタリアの
リーダーは、
最もリスクを感じ
ています
⼀⽅、ブラジルと
インドは、準備が
できているという
回答が多くなりま
した

Q13：以下の外的なビジネスリスクを管理する上で、現在貴社ではどの程度準備ができていると思いますか？
調査：回答総数（n=3,200）。うち、⽶国および⽇本（n=300）、その他全市場（n=200）。全業界の調査規模は（n=200）〜（n=642）

リスクに対する備え
リスク全般に対する備えの平均（％）

⽇本 イタリア カナダ メキシコ ドイツ 中国 ベルギー スペイン ⽶国 英国 フランス オースト
ラリア

中東 オランダ ルクセン
ブルク

ブラジル インド

21% 23% 27% 27% 27% 28% 28% 29% 29% 30% 30% 32% 32% 32% 33% 35% 35%

準備ができていない 準備ができている
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リスクに対する備え



15% 25% 35% 45% 55%

世界平均
インド
ブラジル

ルクセンブルク
オランダ
中東

オーストラリア
フランス
英国
⽶国

スペイン
中国

ベルギー
ドイツ
カナダ
メキシコ
イタリア
⽇本

リスクに対する備え
平均（％）

リスクに対する備え（市場別）

マクロ経済的な
不確実性

⼈材ギャップおよび
スキルギャップ

リスクに対する備えは、インドとブラジルを筆頭に、新興市場の⽅が整って
います。

市場全体において、⼈材は、経済的な不確実性などの制御不能なリスクに⽐
べて、準備ができているとリーダーが感じている分野です。

特にインド、ブラジル、⽶国、中国など多くの⼈⼝を擁する市場では、⼈材
ギャップやスキルギャップを克服するための備えができているという回答が
多くなっています。フランスも同様の傾向を⽰しています。⽇本とイタリア
の⼈材への備えの低さは、リーダーが現地の⼈材プールについて懸念してい
ることを⽰唆しています。

01. 
すべての市場において、
⼈材ギャップを克服するための
備えは、経済などの外的要因へ
の備えよりも整っています
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リスクに対する備え



15% 35% 55%
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エネルギーおよび電⼒、医療、
製造は、スキルギャップに対する
準備不⾜を報告しています

全体として、医療（31%）、銀⾏および⾦融（30%）のリーダーは、リスク
対処への準備ができていると感じている⼀⽅、製造（26%）のリーダーは最
も準備不⾜を感じています。

特に⼈材ギャップに対する準備不⾜を報告しているのは、エネルギーおよび
電⼒、医療、製造です。通信、保険、銀⾏および⾦融は、外部のマクロ経済
的な不確実性にリスクを感じている反⾯、⼈材ギャップに対処する準備はで
きていると感じています。

全体

医療

銀⾏および⾦融

その他

エネルギー
および電⼒

通信

保険

製造

リスクに対する備え（業界別）

リスクに対する備え
平均（％） マクロ経済的な不確実性 ⼈材ギャップおよび

スキルギャップ

リスクに対する備え



65%

61%

59%

58%

55%

54%

52%

48%

30%

27%

25%

24%

38%

36%

24%

26%

サイバー攻撃

政策や規制の変化

環境破壊や気候変動

マクロ経済の不確実性

テクノロジーとイノベーション

スキルギャップや⼈材不⾜

地政学的な変容

公衆衛⽣上の変容

懸念している 準備ができている
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企業は複数のリスク
に直⾯しています
が、それらに対処す
る準備はできていま
せん

懸念 vs. 準備のギャップ
リスク全般に関して、「懸念を感じている」と「完全に準備ができている」の割合

Q12：貴社が直⾯する外的リスクについて総合的に考えた場合、以下のリスクそれぞれについてどの程度懸念していますか？
Q13：以下の外的なビジネスリスクを管理する上で、現在貴社ではどの程度準備ができていると思いますか？調査：回答総数（n=3,200）

サイバー攻撃について「懸念してい
る」割合は65%ですが、「準備がで
きている」はわずか30%です。

気候変動について「懸念している」
割合は59%ですが、「準備ができて
いる」はわずか25%です。

地政学的な変容について「懸念して
いる」割合は52%ですが、「準備が
できている」はわずか24%です。

リスクに対する備え



71%

69%

68%

65%

64%

63%

63%

62%

70%

60%

58%

59%

59%

52%

56%

49%

サイバー攻撃

政策や規制の変化

マクロ経済の不確実性

スキルギャップや⼈材不⾜

環境破壊や気候変動

地政学

テクノロジーとイノベーション

公衆衛⽣上の変容

CEO CIO/CTO
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CIOやCTOに⽐べて、
CEOは外的なリスク
について懸念を
抱いています

役職別のリスクに関する懸念事項
（懸念している割合）

+9% 
リスク全般において、CEOは
他のリーダーと⽐べ、平均9%
多くの懸念を抱いています

Q12：貴社が直⾯する外的リスクについて総合的に考えた場合、以下のリスクそれぞれについてどの程度懸念していますか？Q13：以下の外的なビジネスリス
クを管理する上で、現在貴社ではどの程度準備ができていると思いますか？調査：回答総数（n=3,200）、CEO（n=291）、CIO/CTO（n=617）

CEOと、CIO/CTO間の
懸念のギャップ

+1%

+9%

+10%

+6%

+6%

+11%

+6%

+13%

リスクに対する備え



ビジネスリーダー
はイノベーション
のペースに苦慮して
います

5⼈中3⼈
企業は技術的進歩の
ペースに追いつくことに
苦慮しています（62%が同意）

56%

53%

52%

51%

51%

51%

50%

50%

49%

49%

48%

48%

ビジネスリスクへの対処における上位課題
「極めて重要な課題」と回答した割合

リスクに対する備え

サイバーセキュリティ上の脆弱性

イノベーションのスピード

新たな、または最先端の技術を統合する難しさ

顧客の期待の変化

スキルや専⾨知識のギャップ、または⼈材不⾜

関連データや分析への限られたアクセス

ITインフラへの投資不⾜

時代遅れのレガシーシステムへの依存

パッチワークのような規制への都度対応

サプライチェーンのアジリティを維持する難しさ

ハイブリッドまたはリモートワークの環境

スケーラビリティの⽋如

Q19：組織のITスキルおよび⼈材について、次の意⾒にどの程度同意しますか？意⾒：「⾃社は技術的進歩のスピードに追いつくことに苦慮している」Q15：貴
社について総合的に考えた場合、ビジネスリスクや破壊的な⼒に対処する際に、以下の課題の深刻度はどの程度ですか？調査ベース：回答総数（n=3,200） 15



66%
29%

5%

好影響

中⽴

悪影響

16

政策や規制が変更されるスピードも
重要な課題です

Q29：貴社におけるテクノロジーモダナイゼーションの取り組みについて考えた場合、
現在の組織にとって、以下の課題の深刻度はどの程度ですか？政策や規制が変更される頻度
とスピードへの対処。調査ベース：回答総数（n=3,200）

7%

45% 48%
遅すぎる

適切なスピード

速すぎる

⾃国の規制が変更されるスピード
全体（%）55%

は、政策や規制が変更される頻度とスピー
ドへの対処が重要な課題だと報告していま
す

テクノロジーモダナイゼーションにとっ
ての課題
重要課題全体の割合（％）のうち

⾃国における規制の影響
全体（%）

Q16A：あなたの国における現在の政策や規制の状況の変化について、あなたの考えに最も近いのは以
下のうちどれですか？Q16B：あなたの国における現在の政策や規制の状況の変化について、あなたの
考えに最も近いのは以下のうちどれですか？ Q16C：あなたの国における現在の政策や規制の状況の変
化について、あなたの考えに最も近いのは以下のうちどれですか？調査ベース：回答総数（n=3,200）

リスクに対する備え



ルクセン
ブルク インド オランダ

オースト
ラリア フランス 中東 カナダ ドイツ ⽇本 英国 ブラジル スペイン ベルギー ⽶国 イタリア メキシコ 中国

17
Q16C：あなたの国における現在の政策や規制の動向について、あなたの考えに最も近いのは以下のうちどれですか？調査：回答総数（n=3,200）、⽶国および⽇本（n=300）、その他全市場
（n=200）

3% 4% 1% 4% 6% 8% 11% 4%
18% 10% 8% 5%

24%
9% 5%

35% 38% 40% 41% 41% 44% 42% 43% 41% 48%
37% 48% 51% 55%

38%
55% 62%

63% 59% 58% 58% 56% 55% 53% 50% 49% 49% 46% 43% 42% 40% 38% 36% 33%
速すぎる

適切なスピード

遅すぎる

⾃国の規制の動き
全体（%）

ルクセンブルクとインドは、
規制の動きが速すぎます

リスクに対する備え
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テクノロジーの進化
にトレーニングが追
いつかず、
スキルギャップが
進歩を妨げています

28%

リーダーは、デジタルソリューションを
導⼊するスピードに、社員教育が追いつ
いていないという課題を持っています

4分の1以上

42%
51%

59%

「現在、進歩を阻害する技術的スキル
のギャップを感じている」

「現在、メインフレーム技術に
関するスキル不⾜を感じている」

「ハイブリッドまたはリモートワーク
の環境が、組織の社員教育や
スキル開発を阻害している」

スキルギャップに関する懸念
同意の割合（％）

Q19：組織のITスキルおよび⼈材について、次の意⾒にどの程度同意しますか？Q31：貴社は、テクノロジーモダナイゼーションの⽬標を追求している間に、
以下の各課題を経験しましたか？調査：回答総数（n=3,200）

リスクに対する備え
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医療、エネルギー
および電⼒は、
変化のスピードに
追いつくのに
最も苦慮しています 全体 通信 銀⾏および

⾦融 保険 製造 エネルギー
および電⼒

医療

イノベーション
「技術的進歩のスピードに
追いつくのに苦慮している」

に同意する割合
62% 48% 59% 68% 68% 75% 72%

政策
「政策や規制の変更頻度
とスピードが、重要な

課題であると感じている」割合
55% 43% 52% 56% 59% 69% 65%

スキル
「進歩を阻害する技術的
スキルのギャップを
感じている」割合

42% 30% 38% 45% 51% 46% 48%

⾚字は⾼い数値を⽰しています。

Q19：組織のITスキルおよび⼈材について、次の意⾒にどの程度同意しますか？意⾒：「⾃社は技術的進歩のスピードに追いつくのに苦慮している」
Q29：貴社におけるテクノロジーモダナイゼーションの取り組みについて考えた場合、現在の組織にとって、以下の課題の深刻度はどの程度ですか？政策
や規制の変更頻度とスピードへの対処。調査：回答総数（n=3,200）、全業界の調査規模は（n=200）〜（n=642）

通信と
銀⾏および⾦融は
他の業界よりも変化の
スピードへの対処に
成功しています

リスクに対する備え



備えの
パラドックス
（⽭盾）
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経営層は、⾃社のITの現状に⾼い⾃信を持っています。例えば、10⼈のリーダーの
うち9⼈までが、⾃社のITは最⾼⽔準だと回答しました。しかし深く掘り下げてい
くと、不安が顔を出します。10⼈中6⼈は、⾃社のITが将来のリスク管理に対して
準備不⾜だと回答しています。このギャップは、AIなどのより新しい技術に関して
より⼤きくなっています。10⼈中7⼈は、⾃社のITがテクノロジーの⼒で将来の混
乱に対処する準備としては万全でないと感じています。

サポート終了やサービス終了も喫緊の課題です。CEOの3分の2は、⾃社のITが時
代遅れ、またはサポート終了に近づいており、脆弱性やスキルギャップ、モダナイ
ゼーションの課題を引き起こしているという懸念を抱いています。

現代の企業は、ほとんどの場合、テクノロジーのサポート終了という課題に取り組
んでいます。Kyndryl Bridgeのデータによれば、サーバーやストレージ、ネット
ワーク、OSなどのミッションクリティカルな要素の44%がサポート終了に近づい
ているか、あるいはすでに達しているのです。こうしたサポート終了の課題を意識
することによって、組織は今後の投資計画を改善し、準備を整え、効率性を⾼め、
成⻑を実現できます。

のビジネスリーダーは、
⾃社のITインフラが最⾼⽔準
だと⾃信を持っています

90%

39%
の企業が、⾃社のITインフラは
将来のリスク管理に対して準備
ができていると回答しています

39%

36%

36%

36%

35%

33%

29%

61%

64%

64%

64%

65%

67%

71%

ITインフラ

先進技術への投資

クラウドベースのインフラ

ITスキルや⼈材

データセンターや物理的インフラ

サイバーセキュリティやレジリエンシー対策

AIの導⼊

準備が万全 準備が万全ではない

のCEOは、⾃社のITが時代遅
れ、またはサポート終了に近づ
いているという懸念を抱いてい
ます

64%

しかし、わずか

さらに

44%
のサーバー、ストレージ、ネットワー
ク、OSはサポート終了に近づいている
か、あるいはすでに達しています
（Kyndryl Bridgeのデータに基づく）

02. 
テクノロジーへの備えのパラドックス
（⽭盾）：リーダーは⾃社のテクノロジーに
⾃信を持っていますが、その準備状況には
懸念を抱いており、テクノロジーのサポート
終了という差し迫った課題があります

21

備えのパラドックス（⽭盾）
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リーダーは、⾃社の
ITインフラに⾃信を
持っていますが、
⼀⽅では将来の破壊
に対する準備に疑問
を抱いています

10⼈中9⼈
のリーダーは⾃社の
ITインフラが最⾼⽔準だと
⾃信を持っています
（90%）

は、⾃社のITインフラが将来の
リスク管理や破壊的な⼒への対処に
ついて、準備が万全だと考えています
（39%）

10⼈中4⼈

Q6：全体として、貴社は次の分野で最⾼⽔準だという⾃信をどの程度お持ちですか？Q17：貴社のITのこうした要素は、将来のリスク管理や破壊的な⼒への対処
について、現在どの程度まで準備ができていると思いますか？調査：回答総数（n=3,200）

備えのパラドックス（⽭盾）
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しかし、準備の
レベルはIT全般に
わたって低く、
AIとサイバーセキュ
リティに関しては
最も低いものとなっ
ています

Q17：貴社のITのこうした要素は、将来のリスク管理や破壊的な⼒への対処について、現在どの程度まで準備ができていると思いますか？
調査：回答総数（n=3,200）

IT全般の準備レベル
選択された割合（％）
T1B Completely Ready Summary

39%

36%

36%

36%

35%

33%

29%

61%

64%

64%

64%

65%

67%

71%

0% 50% 100%

ITインフラ

先端技術への投資

クラウドベースのインフラ

ITスキルや⼈材

データセンターや物理的インフラ

サイバーセキュリティやレジリエンシー対策

AIの導⼊

準備が万全 準備が万全ではない

準備の状況

61%のビジネスリーダー
は、⾃社のITインフラが将来
のリスク管理に対して準備が
万全だと考えていません

71%のビジネスリーダー
は、⾃社のAI導⼊が将来の
リスク管理に対して準備がで
きていると考えていません

備えのパラドックス（⽭盾）
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通信、⾦融、
保険業界のリーダー
はITの準備に
ついて先進的です
が、AIの導⼊につい
ては準備ができてい
ません

Q17：貴社のITのこうした要素は、将来のリスク管理や破壊的な⼒への対処について、現在どの程度まで準備ができていると思いますか？
調査：回答総数（n=3,200）、全業界の調査規模は（n=200）〜（n=500）

ITの準備
準備が万全だと考えている割合

37%

41%

38%
38%

39% 38%

34%

29%

37%

43%
42%

38%

42%

35%

32%

26%

35%

39%
40%

33%

39%
40%

31%

22%

33%

36%

29%

39%

34%

32%
33%

30%32% 31%
32%

34%

29%
31%

35%

30%30%

32%

27%

30%
29%

27%

29%

33%

銀⾏および⾦融 通信 保険 医療 製造 エネルギーおよび電⼒

準
備

IT全般
（平均） ITインフラ 先進技術への

投資
クラウド
インフラ ITスキルや⼈材 データセンターや

物理的インフラ
サイバーセキュリ
ティやレジリエン
シー対策

AI

備えのパラドックス（⽭盾）



全体 35% 39% 36% 35% 33% 29%
ブラジル 43% 49% 49% 47% 33% 41%
インド 41% 44% 48% 41% 40% 35%
中国 38% 48% 41% 26% 38% 29%
ルクセンブルク 37% 38% 35% 40% 35% 24%
メキシコ 37% 39% 39% 39% 39% 31%
フランス 37% 38% 36% 41% 36% 29%
オーストラリア 37% 38% 35% 38% 31% 33%
中東 36% 43% 38% 37% 30% 39%
スペイン 36% 41% 39% 36% 34% 27%
⽶国 36% 44% 32% 41% 31% 26%
オランダ 32% 36% 33% 31% 33% 19%
カナダ 32% 34% 37% 34% 33% 23%
英国 32% 35% 31% 37% 39% 22%
ベルギー 31% 40% 28% 28% 23% 23%
イタリア 31% 33% 36% 32% 24% 27%
ドイツ 30% 34% 25% 33% 29% 29%
⽇本 27% 30% 28% 20% 28% 22%

25

ヨーロッパや⽇本に
⽐べ、BRIC諸国の
リーダーは、⾃社の
ITインフラやクラウ
ドの準備ができてい
ると考える傾向にあ
ります

Q17：貴社のITのこうした要素は、将来のリスク管理や破壊的な⼒への対処について、現在どの程度まで準備ができていると思い
ますか？調査：回答総数（n=3,200）。うち、⽶国および⽇本（n=300）、その他全市場（n=200）

ITの準備レベル
準備が万全だと考えている割合
T1B Completely Ready Summary

平均的なITの
準備

IT
インフラ

クラウドベース
のインフラ

データセンター
や物理的
インフラ

サイバーセキュリ
ティやレジリエン
シー対策

AIの導⼊

AIサイバーインフラ

備えのパラドックス（⽭盾）
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全世界でCEOの3⼈に2⼈は、⾃社のITが
時代遅れ、またはサポート終了に近づい
ていると懸念しています

Q4：貴社のITインフラについて、次の意⾒にどの程度同意しますか？調査ベース：回答総数
（n=3,200）

3⼈に2⼈
（同意の割合）

のCEOは、⾃社のITツールやプロセス
が時代遅れ、またはサポート終了に近
づいているという懸念を抱いています
（64%）

44%

の事業は、平均耐⽤年数やサポート終了
を過ぎて⽼朽化したIT資産を抱えていま
す

出典：Kyndryl Bridgeデータ

備えのパラドックス（⽭盾）
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サイバーセキュリティや新しいテクノロジーとの統合に関して
サポート終了の懸念は⾼まっています

Q5：貴社のITインフラについて考えた場合、時代遅れの、またはサポート終了を迎えたシステムに関連する最⼤のリスクは何ですか？調査：回答総数（n=3,200）

時代遅れ、またはサポート終了を迎えたシステムに伴う最⼤のリスク
選択された割合

37%

36%

35%

33%

29%

29%

27%

27%

サイバーセキュリティ上の脅威やデータ侵害に対する脆弱性
の悪化

新しいテクノロジーやシステムとの統合の難しさ

潜在的なダウンタイムやシステム障害

⾼額な保守コストとリソースの⾮効率性

コンプライアンス問題と規制上の課題

システムの信頼性やパフォーマンスの低下

イノベーションやデジタル変⾰能⼒の阻害

アジリティの制限と市場の変化への対応⼒の⽋如

備えのパラドックス（⽭盾）

キンドリルがお客様のために保
管しているインベントリーの
44%は、サポート終了または
サービス終了を迎えたテクノロ
ジーで構成されています。その
ため、サイバー攻撃に対してよ
り脆弱となっており、⻑時間に
わたる機能停⽌のリスクも⾼
まっています。すなわち現実的
には、世界屈指の重要なインフ
ラの半分近くがレジリエンシー
を⽋いており、アップグレード
の必要があるということです。

—キンドリル最⾼セキュリティ
責任者



テクノロジー
モダナイゼーションの
展望



がテクノロジーモダナイゼー
ションは優先順位が⾼いと
回答しています

ほぼすべてのリーダー（94%）が、ビジネスのモダナイゼーションは優先順
位が⾼いと回答し、リスクを軽減する上で最も重要な対策にはITのアップグ
レードを挙げています。しかし、⾃社はテクノロジーモダナイゼーションに
おいてリードし、ビジネス成果を促進する⾰新的なテクノロジーを利⽤して
いると感じているのは、10⼈中3⼈に過ぎません。

ほとんどのリーダー（71%）が、⾃社はモダナイゼーションの初期段階にあ
るとし、そのうち、56%が新たなデジタルテクノロジーの導⼊段階にある、
15%が取り掛かったばかりと回答しています。

モダナイゼーションの初
期段階にある

デジタルテクノロジーを
積極的に導⼊している

テクノロジー
モダナイゼーションにおいて

リードしているテクノロジーモダナイ
ゼーションにおいて⾃社
がリードしていると感じ
ているのは、10⼈中3⼈
に過ぎません

#1
経営層は、すべてのビジネス
リスクを軽減する⼀番の⽅法
としてITのアップグレードを
挙げています

リスク軽減策トップ5
1. ITのアップグレード
2. サイバーセキュリティ対策
3. リスク評価
4. 従業員教育
5. 規制コンプライアンス

テクノロジー
モダナイゼーションの展望03. 

ITはリスクを軽減する最良の
⼿段ですが、ほとんどの企業に
おいて、テクノロジーモダナイ
ゼーションはまだ初期段階に
あります

29

15%

56%

29%



30Q14：外的なビジネスリスクを軽減する上で、貴社が現在取っている最も重要な対策は何ですか？ 3つまで選択してください。調査：回答総数（n=3,200）

多くのリーダーが、
リスクを軽減する
上で最も重要な対策
としてITインフラの
アップグレードを
挙げています

42%

38%

31%

31%

29%

27%

27%

26%

24%

ITインフラのアップグレード

堅牢なサイバーセキュリティ対策の導⼊

定期的なリスク評価の実施

従業員教育への投資

規制コンプライアンスの取り組み強化

投資ポートフォリオの多様化

災害復旧計画の策定

持続可能な⼿法への投資

内部統制の強化

リスクを軽減する上で組織が現在取っている最も重要な対策
選択された割合（トップ3）

テクノロジー
モダナイゼーションの展望



31

ほぼすべてのリーダーが優先事項に
モダナイゼーションを挙げていま
すが、実⾏に移しているのは
ごくわずかです

がテクノロジーモダナイ
ゼーションは優先順位が
⾼いと回答しています

（94%）

10社中
9社

40%

54%

6%

優先順位が最も
⾼い

優先順位が⾼い

優先順位が低い

テクノロジーモダナイゼーションの優先順位
選択された割合（％）

テクノロジーモダナイゼーションの段階
選択された割合（％）

Q1：貴社にとって、テクノロジーモダナイゼーションの優先順位はどの程度ですか？Q2：テクノロジー
モダナイゼーションにおいて、貴社が現在どの段階にあるかを最もよく表しているのは以下のうちどれ
ですか？ 調査：回答総数（n=3,200）

テクノロジーモダナイゼーションとは：新しいテクノロジーに対応し、デジタル時
代のニーズに応えるために、組織のITインフラやシステム、慣⾏を更新するプロセ
スのことです。それには、システムやワークフローの統合のほか、効率性、セキュ
リティ、スケーラビリティ、全体的なパフォーマンスを向上させるための先進的な
テクノロジー、⽅法論、ベストプラクティスの導⼊が含まれます。

16%

56%

29%

モダナイゼーションの
初期段階にある

デジタルテクノロジーを
積極的に導⼊している

テクノロジーモダナイゼーショ
ンにおいてリードしている

テクノロジー
モダナイゼーションの展望
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モダナイゼーショ
ンにおいてリード
していると回答す
る傾向が最も⾼い
のは、インド、
ルクセンブルク、
ブラジルです

テクノロジーモダナイゼーションにおいてリードしている
「テクノロジーモダナイゼーションにおいて⾃社がリードしており、ビジネス成果を
促進する⾰新的なテクノロジーを利⽤している」が選択された割合

テクノロジーモダナイゼーションにおいて
リードしていると回答する傾向が⾼い

テクノロジー
モダナイゼーションの展望

ルクセンブルクとインド

Q2：テクノロジーモダナイ
ゼーションにおいて、貴社が現
在どの段階にあるかを最もよく
表しているのは以下のうちどれ
ですか？調査：回答総数
（n=3,200）。うち、⽶国およ
び⽇本（n=300）、その他全
市場（n=200）。「傾向が⾼
い」、「傾向が低い」というの
は、世界平均と⽐べて統計的に
⾼いか低いかを基準に定義され
たものです。

ドイツとフランス テクノロジーモダナイゼーションにおい
てリードしていると回答する傾向が低い



33

すでに⾃動化を推進している企業でも、
さらなる改善の余地があります

⾃動化によって解決した
ITイベントの割合

出典：Kyndryl Bridgeデータ

⾃動化によって解決したITイベントの割合

推奨⽬標、30%以上

上位10%の企業の平均は21%

下位10%の企業の平均は1%

⾃動化の規模の平均は8%

0%

10%

20%

30%

40%

1%
2%
3%
4%
5%
5%
5%
6%
6%
6%
7%
7%
7%
8%
8%
9%
9%

10%
12%
12%

15%
19%

24%

0% 10% 20% 30%

教育
サービス業

エレクトロニクス
⼀般企業
⾃動⾞
医療

⾦融市場
旅⾏‧運輸

エネルギー‧電⼒
政府（中央/連邦）

消費者製品
化学‧⽯油

⼩売
政府（州/省/地⽅）

⼯業製品
コンピューターサービス

銀⾏
通信

⼀般中堅企業
保険

メディア‧娯楽
航空宇宙‧防衛

卸売流通‧サービス

平均
8%

⽬標
30%

テクノロジー
モダナイゼーションの展望
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ほとんどの業界がIT標準に完全には対応
していないことも⽰されています

ITのベストプラクティスを
導⼊している割合

出典：Kyndryl Bridgeデータ

ITのベストプラクティスを導⼊している割合

推奨⽬標、90%以上

上位10%の企業の平均は94%

下位10%の企業の平均は61%

ITのベストプラクティスを導⼊して
いる割合の平均は75%

50%

100%

65%
66%
69%
69%
69%
70%
70%
71%
73%
74%
74%
75%
76%
76%
77%
77%
77%
77%
78%
78%
80%
83%
87%
88%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ライフサイエンス
⼀般企業

コンピューターサービス
教育
医療

消費者製品
卸売流通‧サービス

保険
旅⾏‧運輸

銀⾏
メディア‧娯楽

エレクトロニクス
⼯業製品
⼩売

⾦融市場
政府（中央/連邦）

サービス業
通信

化学‧⽯油
エネルギー‧電⼒

⾃動⾞
政府（州/省/地⽅）

⼀般中堅企業
航空宇宙‧防衛

平均
75%

⽬標
90%

テクノロジー
モダナイゼーションの展望

この統計について：ベストプラクティスの導⼊は、ITの効果を
評価する際の全体的な指標となります。それには、⾃動監視可
能なセキュリティコンプライアンスと規制コンプライアンスに
関する業界のIT標準と指標が含まれます。



優先順位付けの
思考停⽌



複雑さ、変化への抵抗、ビジネスリーダーとテクノロジーリーダーの間の不
⼀致が、モダナイゼーションを妨げる共通の課題となっています。

短期的利益と⻑期的メリット、イノベーションとリスク、コストと機能な
ど、相反する優先事項や多様な組織的ニーズが、経営とモダナイゼーション
を同時に進めようとするリーダーの⾜を引っ張ることも考えられます。

サステナビリティの⽬標も、モダナイゼーションの取り組みを複雑にしてい
る要因です。ほとんどのリーダーがサステナビリティを優先事項として挙げ
ていますが、困難なトレードオフが⽣じてESGイニシアチブの妨げになるこ
とが多く、現時点でテクノロジーモダナイゼーションからサステナビリティ
に基づく成果を得ているリーダーの割合は、わずか27%です。

#1 
複雑さがテクノロジー
モダナイゼーションにおける
⼀番の課題となっています

ビジネスリー
ダーとテクノ
ロジーリー
ダーの間にあ
る緊張の原因
（上位）：

1. 変化への抵抗

2. 短期的なニーズと⻑期的な
投資のバランスを取る上での課題

3. ROIを定量化する難しさ

⻑期的なメリット 短期的な利益

イノベーションの可能性 リスク軽減

ビジネスモデルの最適化 プロセスの最適化

インフラ アプリケーション

コスト 機能

75%

60%

56%

54%

50%

25%

40%

44%

46%

50%

テクノロジー投資の成功を評価する際の優先事項
優先事項に挙げている割合（選択式、強制選択）

90%
がテクノロジーモダナイゼーション
のイニシアチブを実施する際にサス
テナビリティを優先事項に挙げてい
ます

27%
が過去1年間に、テクノロジーモダナイ
ゼーションによってサステナビリティに
基づく成果（CO2排出量の削減など）を
達成していると回答しています

優先順位付けの思考停⽌04. 
複雑さや優先順位付けの思考停⽌
によって、テクノロジーモダナイ
ゼーションが妨げられています

36



現代の企業にとっ
て、複雑さはモダナ
イゼーションの取り
組みを妨げる主な課
題です。企業は互換
性、⻑期的なコス
ト、サイバー脅威や
技術的負債の増⼤に
苦⼼しています

複雑さ（28%）

互換性（23%）

⻑期的な財務コスト（21%）

Q30：貴社がテクノロジーのモダナイゼーションの⽬標を追求している間に経験した最⼤の課題は以下のうちどれで
すか？調査ベース：回答総数（n=3,200）

テクノロジーモダナイゼーションにおける課題トップ5 
トップ3にランクインした割合

1

2

3

4

5

通信、保険、⾦融業界の
企業は、複雑さに対してより
多くの課題を感じています

優先順位付けの思考停⽌

データ侵害やサイバー攻撃の増加（19%）

技術的負債（17%）

37
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テクノロジー投資の優先順位付けを行う際に、
企業は非常に困難なトレードオフに直面しています

⻑期的なメリット 短期的な利益

セキュリティ スケーラビリティ

イノベーションの可能性 リスク軽減

ビジネスモデルの最適化 プロセスの最適化

⻑期的なリスク 短期的なリスク

互換性 カスタマイズ

インフラ アプリケーション

ユーザーの満⾜度 システムの信頼性

市場での差別化 市場投⼊までの期間

コスト 機能

75%

67%

60%

56%

55%

55%

54%

53%

52%

50%

25%

33%

40%

44%

45%

45%

46%

47%

48%

50%

テクノロジー投資の優先事項
優先事項に挙げている割合（選択式、強制選択）

Q26︓テクノロジー投資の成功を評価する際、貴社が優先するのは以下のうちどれですか︖調査ベース︓回答総数（n=3,200）

米国とカナダは、
コストと市場投入ま
での期間を優先事項
に挙げています

ブラジルとメキシコ
は、インフラを優先
事項に挙げています

日本はカスタマイズ、
ドイツは互換性を

優先事項に挙げています

中国は、イノベーションの
可能性と市場投入までの期間
を優先事項に挙げています

優先順位付けの思考停⽌



30%

30%

26%

25%

25%

24%

28%

26%

29%

25%

26%

22%

短期的なビジネスニーズと⻑期的なテクノロジー投資のバラ
ンスを取る上での課題

ROIを定量化する難しさ

レガシーシステムの運⽤とテクノロジーモダナイゼーション
のプロジェクトへの投資に対するリソースの割り当て

変化への抵抗

ビジネスチームとテクノロジーチームの⽂化の違い

現在のリスクと将来のリスクの優先順位付け

CIO/CTO CEO

39

短期的なニーズとROIの定量化のバランスを取る際に、
CIO/CTOと他のビジネスリーダーとの間に緊張が⽣まれています

Q11：貴社におけるテクノロジーモダナイゼーションの取り組みについて考えた場合、ビジネスリーダーとテクノロジーリーダーの間にある組織的緊張の主な原因があるとすれば何でしょ
うか？Q10：ビジネスリーダーとテクノロジーリーダー双⽅を含め、貴社の経営層について、次の意⾒にどの程度同意しますか？調査：回答総数（n=3,200）

ビジネスリーダーとテクノロジーリーダーの間にある緊張の主な原因
トップ3にランクインした割合 CIO/CTOとCEO間

のギャップ

2%

4%

-3%

0%

-1%

2%

優先順位付けの思考停⽌
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サステナビリティが
優先事項に挙げられ
る⼀⽅で、トレード
オフがESG⽬標の妨
げになっています

Q32：あなたのビジネスがいかにサステナブルな⽅法で変⾰をもたらしているかについて、次の意⾒にどの程度同意しますか？
Q29：貴社におけるテクノロジーモダナイゼーションの取り組みについて考えた場合、現在の組織にとって、以下の課題の深刻度はどの程度ですか？
Q27：テクノロジーモダナイゼーションの⽬標を達成する上で、貴社が⾏ったトレードオフは以下のうちどれですか？調査ベース：回答総数（n=3,200）

2⼈に1⼈ のリーダーが、テクノロジーモダナイゼーションに
取り組む上で、サステナビリティまたはESG⽬標
を達成することが課題であると回答しています
（54%）

のリーダーが、テクノロジーモダナイゼーション
の⽬標を追求する際に、組織がサステナビリティ
よりも効率を優先してきたと回答しています
（24%）

4⼈に1⼈

10⼈中9⼈ のリーダーが、
組織でテクノロジーモダナイゼーションのイニシア
チブを実施する際にサステナビリティを優先事項に
挙げていると回答しています（90%）

優先順位付けの思考停⽌

のリーダーが、過去1年間にテクノロジーモダナ
イゼーションによってサステナビリティに基づく
成果（CO2排出量の削減など）を達成している
と回答しています（27%）

4⼈に1⼈
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このような課題が
あるにもかかわら
ず、モダナイゼー
ションを進める企
業は、効率性、
イノベーション、
サステナビリティ
といったメリット
を実現しています

Q34：過去12カ⽉ について考えた場合、テクノロジーモダナイゼーションに取り組んだ結果として貴社が得たメリットは以下のうちどれですか？
調査ベース：回答総数（n=3,200）

テクノロジーモダナイゼーションのメリット
（上位）
過去1年間に経験した割合（％）

60% 従業員体験や顧客体験が向上した

71% イノベーションが促進された

85% 効率が向上した

34% データセキュリティや規制への
コンプライアンスが強化された

27% サステナビリティに基づく成果
（電⼒使⽤量やCO2排出量の削
減など）を達成した

優先順位付けの思考停⽌



AIにおける
課題
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AI導⼊を妨げる障壁トップ5：

1. データプライバシーとセキュリティ
2. ROIの不確実性
3. 規制とコンプライアンス
4. 統合
5. AIスキルにおけるギャップ

ほとんどの企業が機械学習を含む従来のAIと⽣成AIの両⽅に投資しています。
しかし、現時点でAI投資によってROIが向上していると回答したビジネスリー
ダーの割合は、42%に過ぎません。

また、86%が⾃社のAI導⼊状況は最⾼⽔準だと回答しているにもかかわらず、
⾃社のAIが将来のリスクに対処する準備ができていると感じている割合は29%
に過ぎません。

ビジネスリーダーはAI導⼊の最⼤の障壁として、データプライバシー、ROIの
不確実性、コンプライアンスを挙げていますが、競合他社の先を⾏くために必死
で埋めようとしているスキル不⾜の第1位は、AIスキルです。

76% 73%

42% 41% AI投資

テクノロジー投資のROI

従来のAIおよび
機械学習

⽣成AI

AI投資 vs. ROI
選択された割合、現在投資中、ROIがプラスとなった割合

AIにおける課題

最も⼀般的なスキルギャップ：

1. AI/機械学習のスキル
2. サイバーセキュリティ
3. データサイエンス/アナリ
ティクス

05. 
モダナイゼーションを加速する
ために⼤きなAI投資を⾏って
いるにもかかわらず、ROIは
なかなか向上していません

29%
が⾃社のAI導⼊状況は将来のリスクに対
処する準備ができていると考えています

86%
が⾃社のAI導⼊状況は最⾼⽔準だと
回答しています

しかし、わずか
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多くのリーダーが
⾃社のAI導⼊状況に
⾃信を持っている
⼀⽅で、⼤半が外的
リスクへの備えに
疑問を抱いています

のリーダーが、⾃社の
AI導⼊状況が競合他社に⽐べて最⾼⽔
準にあるという⾃信を持っています

が、⾃社のAI導⼊状況が
将来のリスクや破壊的な⼒に対処する
準備ができていると感じています

Q6：全体として、貴社は次の分野で最⾼⽔準だという⾃信をどの程度お持ちですか？Q17：貴社のITのこうした要素は、将来のリスク管理や
破壊的な⼒への対処について、現在どの程度まで準備ができていると思いますか？調査：回答総数（n=3,200）

86% 29%
しかし、わずか

AIにおける課題
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AI導⼊の障壁には、
プライバシー、
セキュリティ、ROI
の不確実性が
挙がっています

Q18：貴社のAIテクノロジーの⼗分な活⽤を妨げている最⼤の障壁は以下のうちどれですか？調査：回答総数（n=3,200）

AI導⼊を妨げる障壁（上位）
選択された割合（％）

データプライバシーとセキュリティに関する懸念
（31%）

ROIと⻑期的なメリットに関する不確実性
（30%）

規制とコンプライアンスに関する課題
（26%）

AIテクノロジーを既存のシステムやワークフローと
統合する難しさ（25%）

AIの開発と導⼊に精通したスキル⼈材の不⾜
（24%）

AIにおける課題

1
2
3
4
5
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AIは、その需要が⾼
まる中、企業が直⾯
しているスキル
ギャップのトップに
挙がっています

Q20：貴社は今、テクノロジーにおけるスキルギャップに直⾯しているということですが、発掘や育成に最も苦慮しているスキルはどれですか？調査：回答総
数（n=3,200）

ビジネスリーダーが直⾯している
最も⼀般的なスキルギャップ

30%

16%

15%

13%

10%

AI/機械学習

サイバーセキュリティと
データプライバシー

データサイエンス/
アナリティクス

技術スキル

クラウド

「AIテクノロジーの急速な発
展に伴い、AIや機械学習に精
通した⼈材の需要が劇的に⾼
まっています」

ビジネスリーダー

「⼈⼯知能やビッグデータに
関するスキルは需要が⼤きい
ため、⼈材の発掘や育成が難
しくなっています」

ビジネスリーダー

AIにおける課題



テクノロジー
モダナイゼーションの
機会



テクノロジーモダナイゼーションをさらに推進しているリーダーは、リスクに
対処する準備のレベルが⾼まっていると感じており（初期段階のモダナイゼー
ションと⽐較して11％増）、他とは⼀線を画す以下4つの特徴があります。

•現在のミッションクリティカルな業務の遂⾏と将来に向けての変⾰を両⽴でき
る形で優先順位付けしている

•先進技術（AI、量⼦コンピューティング、エッジコンピューティングなど）の
ROIが向上している

•⼈材、スキル、⽂化を育成している

•ビジネス⽬標の達成に向けて効果的に連携している

48

意思決定

+22%
は、経営層がITインフラとテクノロジーモ
ダナイゼーションのプロジェクトをサ
ポートするリソースを効果的に
割り当てていることに同意しています

成功の評価

+16%
が、AI、⽣成AI、量⼦コンピューティン
グ、エッジコンピューティングなどの
先進技術について、ROIの向上を確認して
います

⼈材

+19%
が、先進技術に精通した⼈材を多数抱え
ています

連携

+43%
が、ビジネスリーダーとテクノロジー
リーダーの間でシームレスな連携がとれ
ており、⾒解も⼀致しています

テクノロジー
モダナイゼーションの機会

テクノロジーモダナイゼーションにおいてリードしていると回答した企業を、
初期段階にある企業と⽐較した結果：

+11%
が、将来のリスクに対する準備態勢が
より⾼い⽔準にあると感じています

+55%
が、⾃社のITが最新の状態で、現在および
将来のニーズへの準備が整っていると回答
しています

06. 
モダナイゼーションを推進して
きたリーダーは、優先順位付けの
思考停⽌を克服し、他のリーダー
よりも将来への準備が整って
います



44%

39% 38%

36%
34% 33% 33%

38%

27%

37%

21%

24%
22%

19%

28% 27%
25% 25%

23%
21%

25%

テクノロジーと
イノベーション

サイバー攻撃 スキルギャップや
⼈材不⾜

公衆衛⽣上の変容 政策や規制の変容 環境破壊や
気候変動

マクロ経済の
不確実性

テクノロジーモダナイゼーション
においてリードしている

デジタルテクノロジーを
積極的に導⼊している

モダナイゼーションの
初期段階にある

49

つまり、テクノロジーモ
ダナイゼーションにおい
てリードしている企業
は、外的リスクへの備え
が他社より整っていると
いえます

Q13：以下の外的なビジネスリスクを管理する上で、現在貴社ではどの程度準備できていると思いますか？調査：回答総数
（n=3,200）。うち、「リードしている」（n=942）、「積極的に導⼊している」（n=1,776）、「初期段階にある」（n=482）。

備
え

テクノロジーモダナイゼーショ
ンにおいてリードしている企業
は、リスクに対する備えが
初期段階の企業よりも、
平均して、

+11%
⾼い⽔準にあります

外的リスク全般に対する備え
準備が万全だと考えている割合（％）

テクノロジー
モダナイゼーションの機会
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テクノロジーモダナイ
ゼーションにおいて
リードしている企業は、
⾃社のITについて、
リスクに対する備えが
他の企業よりも⾼い⽔準
にあるとも感じています

Q17：貴社のITのこうした要素は、将来のリスク管理や破壊的な⼒への対処について、現在どの程度まで準備ができていると思いますか？調査：
回答総数（n=3,200）。うち、「リードしている」（n=942）、「積極的に導⼊している」（n=1,776）、「初期段階にある」（n=482）。

ITへの備え
準備が万全だと考えている割合

41%

46%
44%

43%
40% 40% 40%

38%

34%

39%

35% 35% 35%
37%

30%

24%
25% 26%

23% 24% 25% 24%

28%
27%

ITへの備え
（平均）

ITインフラ クラウドベースの
インフラ

先進技術への投資 データセンターや
物理的インフラ

ITスキルや⼈材 サイバーセキュリティ
やレジリエンシー対策

AIの導⼊

テクノロジーモダナイゼーション
においてリードしている

デジタルテクノロジーを
積極的に導⼊している

モダナイゼーションの
初期段階にある

平均して、テクノロジーモダナイ
ゼーションにおいてリードしてい
る企業は、さまざまなITの備えが
初期段階にある企業よりも

+16%
⾼い⽔準にあります

備
え

テクノロジー
モダナイゼーションの機会



Q23：貴社が現在投資している特定のデジタルテクノロジー、ツール、またはソリューションについて考えた場合、それらの投資の結果として貴社が達成した
投資収益率（ROI）についての説明として最も近いのはどれですか？調査：回答総数（n=3,200）。うち、「リードしている」（n=942）、「積極的に導⼊
している」（n=1,776）、「初期段階にある」（n=482）。 51

テクノロジーモダナイ
ゼーションにおいて
リードしている企業は、
先進技術投資で他社より
⾼いROIのメリットを得
ています

53%

51%

47%

43%

38%

39%

36%

32%

35%

29%

34%

30%

AIおよび機械学習

⽣成AI

エッジコンピューティング

量⼦コンピューティング

テクノロジーモダナイゼーション
においてリードしている

デジタルテクノロジーを
積極的に導⼊している

モダナイゼーションの
初期段階にある

テクノロジー投資でのROIの向上
ROIが向上した割合（%）

平均して、テクノロジー
モダナイゼーションにおいて
リードしている企業は、

初期段階にある企業に⽐べて

先進技術投資でROIの向上が
⾒られる傾向が⾼いです

テクノロジー
モダナイゼーションの機会
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テクノロジーモダナイ
ゼーションにおいて
リードしている企業は、
⼈材を育成し、
ITインフラを優先事項に
挙げています

Q19：組織のITスキルおよび⼈材について、次の意⾒にどの程度同意しますか？Q10：ビジネスリーダーとテクノロジーリーダー双⽅を含め、貴社の経営層に
ついて、次の意⾒にどの程度同意しますか？調査：回答総数（n=3,200）

テクノロジーモダナイゼーションに
おいてリードしている企業は、

+19%
初期段階にある企業に⽐べて

先進技術に精通した⼈材を多数抱え
ていることに同意しています

+22%
初期段階にある企業に⽐べて

経営層がITインフラとテクノロジー
モダナイゼーションのプロジェクト
をサポートするリソースを効果的に
割り当てていることに
同意しています

テクノロジー
モダナイゼーションに
おいてリードしている

デジタルテクノロジー
を積極的に
導⼊している

モダナイゼーションの
初期段階にある

48% 34% 28%

先進技術に精通した⼈材
モダナイゼーションの段階ごとの同意の割合

テクノロジー
モダナイゼーションに
おいてリードしている

デジタルテクノロジー
を積極的に
導⼊している

モダナイゼーションの
初期段階にある

55% 43% 34%

ITリソースの割り当て
モダナイゼーションの段階ごとの同意の割合

テクノロジー
モダナイゼーションの機会
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テクノロジーモダナイ
ゼーションにおいて
リードしている企業は、
より効果的に連携し、
より良い意思決定に
つなげています

Q9：貴社におけるビジネスリーダーとテクノロジーリーダー間の連携についての説明として最も近いのはどれですか？Q10：ビジネスリーダーとテクノロジー
リーダー双⽅を含め、貴社の経営層について、次の意⾒にどの程度同意しますか？調査：回答総数（n=3,200）

52%

13%8%

41%

71%

42%

7%16%

50%

モダナイゼーションの
初期段階にある

デジタルテクノロジーを
積極的に導⼊している

テクノロジー
モダナイゼーション…

連携とコミュニケーショ
ンがシームレスに取れて
いる

連携とコミュニケーショ
ンが効果的に取れている

連携とコミュニケーショ
ンがある程度しか/ほと
んど/⼀切取れていない

テクノロジーモダナイゼーショ
ンにおいてリードしている企業
は、

+43%
初期段階にある企業に⽐べて

連携とコミュニケーションが
シームレスで、⾮常に効果的な
意思決定につなげていると回答
しています

ビジネスリーダーとテクノロジーリーダー間の連携
選択された割合（%）

+23%
初期段階にある企業に⽐べて

経営層がビジネス⽬標の達成に
おけるテクノロジーの役割につ
いて明確なビジョンを伝えてい
ると回答しています

テクノロジー
モダナイゼーションに
おいてリードしている

デジタルテクノロジー
を積極的に
導⼊している

モダナイゼーションの
初期段階にある

57% 51% 34%

ビジネス⽬標におけるテクノロジーに関する経営層の明確なビジョン
モダナイゼーションの段階ごとの同意の割合（%）

テクノロジー
モダナイゼーションの機会
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モダナイゼーションの取り組みに必要なサポートの領域（上位）
全体（%）

– IT部⾨と他部⾨との連携
強化

– モダナイゼーションの取
り組みとビジネス⽬標と
の整合性の確保

– IT関連の役職における⼈
材の獲得と定着

– ユーザーによる新しいテ
クノロジーの導⼊とユー
ザー教育の強化

– 既存インフラへの新しい
テクノロジーの統合

– レガシーシステムの制約
やモダナイゼーションの
課題への対応

63%
経営層の意思決定
に関するサポート

57%
⼈材の管理に関する
サポート

43%
既存インフラへの
新しいテクノロジーの統合

テクノロジーモダナイ
ゼーションをよりうまく
進める上で、経営層の
意思決定や⼈材に関する
サポートが求められて
います

IT担当者のスキルに対する投資が
最優先事項であると回答した企業は、
将来のリスクに対する備えが

+11%
より⾼い⽔準にあります



備えの
マインドセットの
転換



備えのマインドセットの転換

運⽤し、加速させ、繰り返す。
アジリティは、現代のテクノロ
ジーリーダーの特徴。

56

「テクノロジーへの備え」と同
様に「⼈材への備え」を重視す
る必要がある。ITは全員で取り
組むべき問題。

重要ポイントのおさらい

• 先進技術は新しい⽅向へ成⻑する
ための魅⼒的な機会をもたらしま
すが、リーダーは新たな投資の検
討を既存のITのアップグレードと並
⾏して⾏う必要があります。

• 新しいテクノロジーを最⼤限に活⽤
するには、リーダーがそれらの
ツールをテクノロジーだけでなく、
会社の⽂化やプロセス、⽬標とど
のように統合できるかを理解しな
ければなりません。

• 新しいテクノロジーの能⼒はすべ
て、堅牢な基礎の上に成り⽴つも
のです。まずは慣れ親しんだもの
に投資することで、ROIの向上が期
待できます。

⾰新的なものと慣れ親しんだ
ものとのバランスを取り、
それらを共存させる。

• ITがワークプレース⽂化の形成に
おいてますます重要な役割を果た
すようになり、CTOやCIOだけ
でなく、CMOやCHROにとって
も不可⽋です。共通認識を持つ
ことが⼤切で、それには従業員
を巻き込む必要があります。

• ITの課題解決に役⽴つことが期待
される⾃動化は、⼈に置き換わ
るものではなく、スキルの拡張
を可能にするものであり、アッ
プスキリングやリスキリングと
いった新たなビジネス上の必要
性を⽣み出しています。

• 常に変化する市場では、企業だ
けでなく誰もがこの課題に直⾯
し続けています。

• IT全体に対する可観測性によ
り、⽼朽化した設備や潜在的な
問題を特定することが可能にな
り、Cレベルの経営層全員にイ
ンテリジェンスを提供できるよ
うになります。

• どこからスタートすべきかを特
定することは容易ではありませ
んが、技術的負債を軽減するこ
とで、業務の⾮効率性を解消
し、成⻑の加速へとつながるは
ずです。

技術的負債について検討し
直す。可観測性は⼤切な味⽅。

これらのデータが⽰すように、現代のあらゆる組織がテクノロジーによって準備を整え、変⾰に取り組んでいますが、そこには困難なトレード
オフが存在します。これらの課題を克服するためには、マインドセットの転換を図る必要があります。将来に向けて備えるとは、事前の準備や
レジリエンスの確保の先にあり、変⾰的で持続的な成果に到達できるよう、単なる変⾰を超えていくことです。このような広範なビジョンと組
織の中⼼となるのがITであり、新しい投資の枠組みを受け⼊れ、Cレベルの経営層の中で協業モデルを進化させ、資産を総合的に捉えること
で、⻑期的な成功につながります。

• どの企業も、⽴ち⽌まっていて
は競争⼒を維持することなどで
きません。⼈材はリスクに対す
る最⼤の防壁であり、機会をも
たらす最⾼の⼿段となります。

• ROIの向上に苦慮している企業
は、⻑期的な価値創出に向けて
短期的な取り組みを始めること
です。このような⼩規模なス
タートが、より複雑なプロジェ
クトへと移⾏するためのより良
い事例の構築に役⽴ちます。
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